道徳授業地区公開講座　　　　　　４年　１組　　
＊本日の授業の流れ＊
	主題名
	勇気をもって
教材名：遠足の朝[日本文教出版「小学道徳　生きる力」より]
　　　　Ａ―（１）善悪の判断、自律、自由と責任

	ねらい
	正しいと判断したことを自信もって行うことはすがすがしいことであることに気付き、よいと思うことを進んで行おうとする態度を育てる。

	

	
	○学習活動　　　主な発問
	授業の留意点

	導入
	〇仲間はずれについて話し合う。

正しいと思ったことをどうやって行うか考えよう。
	◇仲間はずれについて、自身の経験を思い出させることで、学習のテーマを捉えやすくする。

	展開
	〇教材「遠足の朝」を読んで話し合う。



ひとりぼっちのなおみさんを見たときの私の気持ちを考えよう。

「四人からにらまれるかもしれません。でも･･･」と迷う私の気持ちを考えよう。
と迷う私の気持ちを考えよう。






「なおみさん･･･」と声をかけた私たちやなおみはどんなことを考えたでしょう。

	

◇ひとりぼっちにしてはいけないと思っているがうまく伝えられない理由について考えさせる。
◇周りの目を気にする人間の弱さ、自分が信じる正しいことをする勇気の両方に気付かせる。
◇正しいと判断したことができたときのすがすがしい気持ち、声をかけてもらったときのほっとした気持ちをおさえる。


	
	○自分のふりかえりをする。正しいと考えたことを行う難しさや、それを行ったほうがよい理由を考えよう。

	
◇自分事として、今日感じたこと考えたことを道徳ノートに書き、振り返る。

	終末
	〇教師の体験を聞く。
	◇教師の経験を話すことで、実践への意欲を高めさせる。


＊道徳授業のことを御家庭で＊正しいと考えたことを行う難しさや、それができたときの気持ちなどを、保護者の方の経験談と一緒に、ぜひ御家庭でお話ししてみてください。

